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ABSTRACT
　The Tokyo Olympics are approaching.
It is expected for Japan to secure many medals in the Judo events.
This expectation is a reflection of the ideal high performance judo environment 
which is present in Japan. While it is hoped the Tokyo Olympics is a place for Japan’s 
Judo to regain its dominance, we the Kokushikan Univeristy coaching staff are 
aiming to produce Olympians from our program.
The research performed is based on data collected from members of the Japanese 
National Judo Squad；
Focusing on “SHIN-GI-TAI”；the MENTAL, TECHINICAL, and PHYSICAL 
attributes which are required to be victorious in Judo .
The Kokushikan University Judo coaching staff will be utilizing this collective data 
in the development of the coaching program.
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学 1 年、2 年で成績が不振な学生が 3 年になった
とたんに急激に伸びてくるケースや、逆に 1 年、
2年で成績が良くても3年、4年で失速していくケ
ースがあり、指導者としても油断ができない日々
である。その日々の現場指導の中で、成績や調子
の波に左右されず、その時々に応じた厳しい練習
メニュー、休息、的確なアドバイスを根気強く与
える事が、強い選手を育成する上で必要であると
考える。
最後に、礼儀作法を教える事も重要である。い
くら柔道の実力者でも、挨拶ができない人間や周
囲と協力できない人間は社会で通用しない。柔道
の創始者である嘉納治五郎師範の理念に「精力善
用」「自他共栄」という言葉がある。精力善用は
心身の持つ全ての力を最大限に活かして社会の為
に良い方向に用いるという意味で、自他共栄は相
手を敬い感謝する事で助け合う心を育み、自分だ
けでなく他人と共に栄えある世の中にしようとい
う意味である 4）。この理念を基とした嘉納治五郎
師範の国境を超えた普及活動が、柔道を国際的な
スポーツにまで押し上げたのである。このような
背景からも礼儀を始めとする教育の必要性が伺え
よう。
Ⅵ．ま　と　め
今回、 多くの全日本柔道シニア指定強化選手
（元強化選手を含む）と関わったが、全員に共通
して自主的に練習を行う能力に長けていると感じ
た。全てのスポーツ競技において、自身の能力を
伸ばすために「自主性」は重要である。習った事
や与えられた練習のメニューをきちんと行うのは
当前の事で、日本一やオリンピックでメダルを取
る為には通常の練習時間以外に、自身の弱点を補
う練習や逆に自身の長所を更に伸ばす練習を行う
必要がある。そのように、積極的に練習に取り組
むことの出来る学生を育てていきたい。
そして我々指導者は、柔道が強いだけの選手を
育てるのではなく、柔道の理念である「精力善用」
「自他共栄」に基づいた礼儀正しい選手を育てる
事を念頭において一日一日指導していく所存であ
る。このような地道な指導が柔道普及活動の貢献
となり、人間教育の原点となるであろう。
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